
 

 

令和２年９月 29日 

 

 

施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正の運用について（通知） 

 

令和２年９月 29日付通知に関して、下記のとおり運用することとしますので、お知らせし 

ます。 

 

１ 気温の計測方法等 

（１）計測方法 

工事着手前に受注者と監督員で協議を行い、真夏日率の計算に用いる気温の計測地点及び 

計測結果の報告方法を決定する。 

施工現場から最寄りの気象庁の地上気象観測所の気温または環境省が公表している観測

地点（以下、観測所等という。）の暑さ指数（WBGT）を用いることを標準とする。 

最寄りの観測所等とは、工事現場から直線距離で最も近い観測所等とする。 

ただし、これによりがたい場合は、受注者と監督員が協議を行い、取り扱いを定めるもの 

とする。 

複数の工事現場があるなど、広範囲に及ぶ工事現場がある場合でも、受注者と監督員が協 

議を行い、主たる観測所等１か所を定めるものとする。 

なお、WBGTを用いる場合は、WBGT が２５℃以上となる日を真夏日と見なす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計測結果の報告 

（１）の協議に基づき、受注者から工事打合せ簿で計測結果の資料を提出するものとする。 

【参考】 



２ 積算方法等 

受注者から工事打合せ簿で提出された計測結果の資料をもとに、補正値を算出し、現場管理 

費率に加算するものとする。なお、補正は変更契約において行うものとする。 

ただし、施工時期、工事期間等を考慮した補正が重複する場合は、最高２％とする。 

 

３ 対象工事である旨の明示 

施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正の対象とし、日最高気温の状況に応じた現 

  場管理費の補正を行う対象工事である旨等を特記仕様書に明示するものとする。 

 

４ その他 

上記の取扱いについて、地域の実情等により、対応が困難な場合については、工事監督員と 

協議のうえ、決定するものとする。 

  



＜参考＞ 真夏日率の計算根拠となる観測地点について 

 

気温の場合は気象庁の観測地点（高松、多度津、内海、滝宮、引田、財田、香南） 

暑さ指数（WBGT）の場合は、環境省の観測地点（高松、多度津、内海、滝宮、引田、財田） とします。

なお、観測結果は下記のホームページに掲載されています。 

 

気象庁（香川県内の観測地点選択画面） 
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/select/prefecture.php?prec_no=72&block_no=478 

91&year=&month=&day=&view= 

環境省（香川県内の観測地点選択画面） 

http://www.wbgt.env.go.jp/record_data.php?region=09&prefecture=72&point=72086 

 

http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/select/prefecture.php?prec_no=72&amp;block_no=478
http://www.wbgt.env.go.jp/record_data.php?region=09&amp;prefecture=72&amp;point=72086


施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正の手続きフロー  フロー 参考資料 
発注段階            

①特記仕様書（記載例）         
工期内          （工事着手前） 

（現場管理費率の補正を希望する場合）    
②工事打合簿 
記載例    

③工事打合簿  記載例 
※       は、発注者の手続き、      は受注者の手続きを示す。 
※ 観測地点の協議（②工事打合簿記載例）及び真夏日率の計算と根拠資料（③工事
打合簿記載例）の工事打合簿の提出が無い場合は、補正を行わない。 

対象工事の確認 
対象工事である旨を記載済の 
特記仕様書を添付 
観測地点（最寄りの観測所）等

の協議※ 
「真夏日率」を計算した工事

打合簿と根拠資料を提出す

る。※ 
「真夏日率」を確認し、工事打

合簿で回答する。 
現場管理費率の補正を行い、

変更設計書を作成する。   



①特記仕様書 記載例  
【施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正の対象工事】  ①本工事は、「施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正」の対象工事である。  ②運用等は、香川県広域水道企業団ホームページから入手できる。 



○○工事

（内容）

①気温等の観測地点（観測所名）

添付図　　葉、その他添付図書

上記について します。

上記について します。

主任(監理)
技術者

（委託）

受注者

総括
監督員

主任
監督員

現場
代理人

技術員
現場

監督員

工　事　打　合　簿

発議者

発議事項

令和　　  年　　  月　  　日　

発注者

工　事　名

発議年月日 令和　　  年  　　月　  　日

処
理
・
回
答

令和　  　年　  　月　  　日　

「施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正の対象工事」として、下記に
ついて協議します。

②観測結果の報告方法
　 観測結果を気象庁または環境省のHPから印刷し、提出します。

発注者

指示 通知 承諾 提出 報告 届出

届出その他（　　　　　　　）

指示 承諾 協議 通知 受理

その他（　　　　　　　）

了解 協議 提出 報告 届出

その他（　　　　　　　）

■ 受注者

■ 協議

②工事打合簿記載例



○○工事

（内容）

① 工期 ： 　　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　年　　　月　　　日 ［ A 日 ］

② 工事期間中の真夏日の日数 ： ［ B 日 ］

真夏日率 : B ／ A ＝ ％

添付図　　葉、その他添付図書

上記について します。

上記について します。

主任(監理)
技術者

（委託）

受注者

総括
監督員

主任
監督員

現場
代理人

技術員
現場

監督員

工　事　打　合　簿

発議者

発議事項

令和　　  年　　  月　  　日　

発注者

工　事　名

発議年月日 令和　　  年  　　月　  　日

処
理
・
回
答

令和　  　年　  　月　  　日　

施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正の対象工事について、
下記のとおり別紙資料（気象庁または環境省ＨＰ）を添付して報告します。

〇

発注者

指示 通知 承諾 提出 報告 届出

届出その他（　　　　　　　）

指示 承諾 協議 通知 受理

その他（　　　　　　　）

了解 協議 提出 報告 届出

その他（　　　　　　　）

■ 受注者

■ 協議

③工事打合簿記載例



  
施工時期が真夏日となる場合の現場管理費率補正の工事打合せ簿に添付する真夏日確認資

料の例 

 
○「真夏日」（気象庁ＨＰ）または、「暑さ指数」（環境省ＨＰ）のどちらかを用いる。 

 

 

 

別紙資料    
2018/6/20 水 23.7 

2018/6/21 木 28 

2018/6/22 金 29.7 

2018/6/23 土 23.8 

2018/6/24 日 30.3 

2018/6/25 月 30.7 

2018/6/26 火 29.9 

2018/6/27 水 32.9 

2018/6/28 木 30.8 

2018/6/29 金 28 

2018/6/30 土 30.1 

2018/7/1 日 33.2 

2018/7/2 月 33.7 

2018/7/3 火 29.1 

2018/7/4 水 33.1 

2018/7/5 木 26.4 

2018/7/6 金 24.5 

2018/7/7 土 24.4 

2018/7/8 日 30.9 

2018/7/9 月 31.5 

2018/7/10 火 32.7 

2018/7/11 水 32.4 

2018/7/12 木 31.7 

2018/7/13 金 35 

2018/7/14 土 35.3 

2018/7/15 日 35.1 

2018/7/16 月 35.5 

2018/7/17 火 35.3 

真夏日（30 度以上）の例 暑さ指数（25℃以上)の例 

真夏日合計 B 日 真夏日合計 B 日 


